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「国宝」ってなに？
私たちの 大切な文化財を守るために、 国は法律

に基づいて、優先して保護が必要なものを重要文
化財や国宝に指定します。

ひとによって生み出されたもののうち、希少性が
ある、完成度が高い、 歴史的価値があるといった、
重要なものが「 重要文化財」です。その中でさらに世
界的に見ても価値が高く、 かけがえのない国民の

戦後、最初に指定された国宝のひとつ せんずいびょうぷ

国宝山水屏 風
ちょう- < 

宝が「国宝」です。建造物や書画、彫刻、工芸品、歴史
びょうぷ

現存する貴重な平安時代の屏風。もと
とうじ きょうおうごこくじ ぎ

は東寺（教王護国寺）に伝来し、密教の儀

へいあん
平安時代(11世紀）

資料など様々な分野のものがあります。

文化財の「保護」って？
文化財は、時に様々な危機にさらされます。

●自然災害
とう なん はそん おそん

●人災（戦争・盗難・破損・汚損など）
れっか いた

●経年劣化（時間の経過で傷むこと）
うす

●人々の関心が薄れ、大切にされなくなる

しき

式に使われました。

文化財を未来に伝える第一歩は、私たちがその存在を「知る」
ことです。博物館はそのきっかけとなる展示の場であり、そこに
は様々な人の調査研究や修理の成果が活かされています。

海の向こうから来た国宝
日本で作られたものだけが、国宝

になるわけではありません。海外で
作られて日本に伝わったものの中
で、日本の文化や歴史にとって重要
なものは国宝に指定されます。

中国から伝わった絵や書物が多
く指定されていますが、 中には遠く

か か

西洋との関わりを伝える国宝もあ
ります。
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京都国立博物館

（前期展示 •3F 展示室）

おののい＂こ えみ し ぼ し

小野妹子の子・毛人の墓誌
えどじだい

江戸時代に発見され、 一度も
もど

との墓に戻さ れましたが、 明治
とうなん

時代に盗難にあいました。その後、

ふたたび見つかって博物館に保

管され、国宝に指定されました。

こんどう おののえみし ぼし

国宝金銅小野毛人墓誌
なら
奈良時代(8世紀）

すどう
京都・崇道神社

（通期展示・ 2F 展示室）

日本と西洋の交流を物語る
りょう ふく

ポルトガル領だったインドの副
おう
王、ドン ・ ドゥワルテ・デ・メネー

とよとみひでよし しょかん ひで

ゼスが豊臣秀吉に送った密簡。秀
よし

吉の日本国内の統一を祝い、 キリ
ふきょう い

スト教の布教活動への協力を依
らい

頼しています。

こく いんどふくおうしんしょ

国宝ポルトガル国印度副王信
みょ滋ういん

1588年京都・妙法院

（後期展示・ 2F 展示室）
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